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プロジェクト概要 

有人宇宙探査の到達点は人類を含む生命体が地球からの従属性

を振り切り、月・火星という極限環境において独立した生命圏を築く

挑戦です。本プロジェクトは、この到達点をバックキャストした要素を

AI ロボット技術を発展・活用させながら、スマート技術、行動変容技

術等を有した拠点システムの構築に向けた研究開発を行い、2050

年には人類が長期的に活動可能な生命圏を実現します． 

開発された技術は、地球上の自然災害等にも応用できます． 

 

２０３０年までのマイルストーン 

人が生活できる AI ロボット技術搭載のスマート居住システムを開発

し，地球上の環境 (被災地，アウトドアなど) に設置し，実際に人が

避難場所あるいは短期滞在場所として活用し，社会課題の解決に

貢献します．また，月面活動拠点などの国際有人探査計画の一部

に組み込み可能な完成度の高いシステムを実現します． 

 

２０２５年までのマイルストーン 

人が生活できる AI ロボット技術搭載のスマート居住システムの初期

バージョンを開発し，実証フィールドにおける実験を通じ，将来の月

面活動拠点への適用可能性を示します． 
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